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発表テーマ発表テ マ

個性（主体性）を伸ばす人材育成個性（主体性）を伸ばす人材育成
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個性（主体性）を伸ばす人材育成

テーマ選定理由テーマ選定理由((１１)) 大学の現状大学の現状

• １８歳人口の低下

• 目的意識を持った学生が少ない目的意識を持った学生が少ない

• 受動的な学生が多い受動的な学生が多い

• 社会から求められる人材とのギャップ• 社会から求められる人材とのギャップ

学生の多様化• 学生の多様化
4



個性（主体性）を伸ばす人材育成

テーマ選定理由テーマ選定理由((２２)) 大学の役割大学の役割

大学として何をしなければならないか

人材

育成

地域産官学

連携

産官学
連携
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個性（主体性）を伸ばす人材育成

テーマ選定理由テーマ選定理由((２２)) 大学の役割大学の役割

社会から求められている人材の育成

自主的・主体的に考え、行動のできる人

人として当たり前のことが当たり前の
ようにできる人（挨拶 マナ 常識）ようにできる人（挨拶、マナー、常識）

ストレス耐性のある人
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個性（主体性）を伸ばす人材育成

テーマ選定理由テーマ選定理由(3)(3) このテーマを選んだ理由このテーマを選んだ理由

企業が
考える

学生が
考える考える

主体性

考える
主体性

ＧＡＰ

『個性（主体性）を伸ばす人材育成』

7

個性（主体性）を伸ばす人材育成

問題点の深堀問題点の深堀

テストやレポ ト 他人からのテストやレポート
のフィードバック

がない

他人からの
評価の場が

少ない

個性 気づき

がない 少ない

価値観の

個性の

個性の気づき
の場がない

価値観の
違う人との

交流個性の
発見

8



個性（主体性）を伸ばす人材育成

解決策の検討解決策の検討

１ ２年次から個性の気づきを提供する場を• １・２年次から個性の気づきを提供する場を
つくる

• 学生の意識変革

体験型授業の導入
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体験型授業の導入

個性（主体性）を伸ばす人材育成

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

・提案の概要

個性を伸ばす（気づく）キャリア教育個性を伸ばす（気づく）キャリア教育

就職に繋がるだけで
はない

ディスカッ フィード
体験

ディスカッ
ション

フィ ド
バック
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個性（主体性）を伸ばす人材育成

実現するために

• 教員への働きかけ• 教員への働きかけ

学生との時間（フィードバック）→オフィスアワーの活用

• 社会（もしくはステ クホルダ ）への働きかけ• 社会（もしくはステークホルダー）への働きかけ

ＰＢＬを実現するための地域企業との連携・ボランティア

職員の役割• 職員の役割

環境づくり

解決策実現のためのハードルと、その打開策

教員と学生の意識差 → 上級生からの意識づけ• 教員と学生の意識差 → 上級生からの意識づけ・
過去のＶＴＲの利用

• 全学生に経験する機会 → 必修化• 全学生に経験する機会 → 必修化
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最終的には

個性（主体性）を伸ばす人材育成

最終的には・・・

大学全体の好循環を目指す！！大学全体の好循環を目指す

学生学生

満足度

ＯＢとして在学生に ＯＢとして
貢献

在学生に
好影響
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